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Abstract: In the railway business, many types of data are handled.These information assets need to 

be shared by a plurality of business companies.The person in charge had spent a lot of time to the 

required information acquisition.As a solution to this issue, we developed a Infrastructure system 

that can centrally manage information assets.As a result, we were able to share the information 

assets at a time by many people.Open source CMS and GIS technology is used for this system.This 

system provides a visual information of the registration status of the data to the user.In addition 

also corresponds to the mobile terminal.This paper describes the use cases and features of the 

system. And finally report the future of the deployment. 
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1. はじめに 

鉄道事業では，各駅の設備図面や台帳類，契約

書類など，膨大な情報資産を管理している．これ

らの情報資産は紙やディスクで保管している事

が多く，物理的な管理スペースが必要となる．そ

して，過去の情報が必要になった場合，このよう

な管理手法だと情報量が膨大な為，目的の情報を

探すのに時間を要する．また，駅で火災等のトラ

ブルが発生した際には，その駅の図面等を警察や

消防の方に提出しなければいけない．異常時に目

的の情報の取り出しに時間を要していては，二次

災害に繋がる恐れがある． 

これらの課題を解決する方法として，JR西日本

の情報共有基盤である，「電子線路平面図システ

ム」（吉川ほか，2009）の活用が考えられたが，

必ずしも正確な位置情報が必要ではなく，むしろ，

駅，路線の関係性が一目で視認できる路線略図を

インターフェースとする方が駅を単位とした情

報の扱いは容易になる． 

そこで，駅に関する情報をデーターベースで一

元管理し，担当者が必要な時に必要な情報をいつ

でもどこでも路線略図から取り出す事のできる

環境として簡易的な WebGIS システムとして構築

した． 
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2. 駅サポートシステムの概要と機能 

2.1 概要 

駅サポートシステムはインターネット環境さ

えあればブラウザ経由でアクセスできるWebアプ

リケーションとして構築した． 

各駅に登録するファイル種別は自由であり，そ

の情報は一元集約され，共有する事ができる． 

本システムは，登録されたデータを路線略図の

駅の位置にマッピングして，アイコンにより表示

している．これによりどの担当者でも目的の情報

が登録されている駅がどのくらいあるのかを一

目で把握する事が可能となる． 

各情報は，それぞれレイヤーに分けて登録され

ており，アクセス権限のあるレイヤーが一覧でリ

スト化され，必要なレイヤーをチェックすると，

情報が登録されている駅が強調表示される．（図

-1）その駅のアイコンをクリックすることで，登

録されたファイル，コメントなどにアクセスでき

る． 

 

図-1 駅を強調表示 

2.2 機能 

本システムが持つ機能は以下のとおり． 

①路線略図表示機能 

②ファイル登録，閲覧，ダウンロード（図-2） 

③登録情報検索（図-3） 

④システム管理機能 

 ・ユーザー管理 

 ・アクセス権限管理 

 ・ログ管理（図-4） 

ログインを必要とする Web システムでは，パス

ワード紛失に関する問い合わせが少なからず発

生する．システム管理担当者の日々の運用業務の

負荷がかかる上に，ユーザーにとってもパスワー

ドが確認できるまでシステムを利用できないと

いった問題がある．これらを解決する為に，ユー

ザー自身がパスワードをリセットし，再設定でき

る機能を実装している． 

また，ログ管理は使用状況の確認と，セキュリ

ティ監査の為に，誰がいつどのファイルを操作し

たかが記録される． 

これらのシステム管理機能は，ユーザーが直接

閲覧する画面ではない為，後述するコンテンツマ

ネージメントシステムの機能をそのまま利用し

ている． 

 

図-2 ファイルのダウンロード 

 

図-3 登録情報検索 



 

図-4 ログ管理 

 

3. 採用技術 

本システムは短期間で開発し，今後の機能追加

や改修を容易にする為にオープンソースのコン

テンツマネージメントシステムである Drupal を

採用した．  

Drupal はユーザー管理，ログ管理，権限管理と

いった基本機能となる様々なモジュールを備え

ており，Web アプリケーションの構築を容易にす

る． 

特に，本システムで重要となったアクセス権限

管理については，ユーザーをロールで管理し，ロ

ール毎に権限を設定する機能が基本モジュール

で実現できる．本システムはロール単位でレイヤ

ーの編集・閲覧権限をコントロールしており，こ

れらのモジュールを利用する事で開発効率を大

幅に上げる事ができた． 

また IP アドレス指定によるアプリケーション

レベルのアクセス制限も可能である為，セキュリ

ティ対策も容易に実装できた． 

本システムは，プラットフォームとしてオープ

ンソースの CentOS，Nginx，PostgreSQL+PostGIS，

Drupal で構成し，PHP で実装した． 

路線略図については，JR西日本の観光情報サイ

トである「JR おでかけネット」の管理主体から

AI 形式で提供いただき，PNG 形式に変換し実装し

ている．そして，Web ブラウザ上での路線略図の

操作や制御は，クライアントライブラリとして

OpenLayers を採用し，開発コスト，運用コストを

大幅に抑えた．（図-5） 

 

図-5 システム構成 

 

4. ユーザーインターフェースデザイン 

本システムは急な災害発生による緊急時でも，

担当者がいつでもどこでも必要な情報を取り出

す事ができる環境を整えられるように，PC端末だ

けでなくタブレット端末でも利用できるWebアプ

リケーションとしてデザインした． 

タブレットは縦と横で自動的に適切なデザイ

ンへと切り替わる．（図-6） 

 

図-6 タブレットで見たトップ画面 

 

レイヤー名の一覧は，横画面は画面左側に配置

されているが，縦画面では画面右上のアイコンに

格納され，タップすると表示される．また，各レ

イヤーに紐づくデータ種別の登録状況を幅広く

確認できるように路線略図の拡大・縮小を４段階



レベルで表現し，文字列等のデザインコンテンツ

はズームレベルに応じて動的に最適化される．

（図-7） 

 

図-7 ４段階の拡大・縮小 

 

5. 活用事例 

JR 西日本では，駅構内で飲食店やコンビニ等を

営業しているが，それらの図面関係や設備情報等

の情報資産は，管理主体がそれぞれ個々で管理し

ている． 

同じ駅構内で営業している店舗間で連携的な

管理がされていない為，緊急事態が発生した際に，

関係個所への連絡や連携した対応に時間を要し

ていた． 

これまでこういった情報は自社の閉じられた

イントラネット内にファイルとして保管されて

いた為，グループ会社を含めた効率的な情報共有

を課題としていた． 

本システムを利用する事で，各担当者がそれぞ

れ情報を自分で更新できるようになり，アクセス

制限をかけた上で，必要な時にその駅の情報にア

クセスする事ができるようになり，管理する情報

のメンテナンスの負荷が軽減され，情報の活用が

活発になることが期待できる．  

特に，路線略図を利用する事により，必要な情

報が登録されている駅を一目で把握できる為，必

要な情報の抜けや漏れも容易に把握でき，日々の

業務効率化とともに，異常時に確実に情報がある

実用的なポータルサイトとしての役割を確立で

きるものと考える． 

 

6. おわりに 

今回オープンソースのコンテンツマネージメ

ントシステムである Drupal を採用し，基本的な

多くの機能はコンポーネントを追加する事より，

システム設計からクラウドサーバの立ち上げ，テ

スト，導入まで，四カ月の開発期間で構築する事

ができた． 

本システムは，きめ細かいアクセス権限を設定

できるようにした為，同じサーバで，多種の業務

や，エリア別の業務にそのまま適用することがで

きる．例えば，建築や電気，機械などのそれぞれ

の設備情報の管理や，駅業務に関連する情報の管

理，また，駅を中心とした周辺情報の管理など，

管理主体が違う情報をそれぞれが本システムの

各レイヤーで情報管理した上で，共有が必要なも

のだけ，アクセス権限を設定しなおし共有すると

いった使い方や，各支社，各現業区単位で日常管

理している情報を，本社など上位組織で必要に応

じて直接参照するといった使い方も可能となる． 

また，路線略図をインターフェースとすること

で，駅の状況などリアルタイムな情報をリンクし

表示するなど，駅の業務の情報共有基盤としての

役割を担うシステムとしていきたいと考える． 
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